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神奈川県が取り組むべき
ギャンブル依存症に関する喫緊の課題

①オンラインカジノが違法であることの啓発強化

②児童手当の口座変更に関する自治体の認識格差

③年末年始の相談業務や緊急対応について



①オンラインカジノが違法であることの啓発強化

神奈川県のオリジナルポスターの作成

　　　警視庁、消費者庁合同ポスターは５万枚しか作られていない

　　　神奈川県でもポスターを作成し、高校、大学や駅など若者の集まる場所に掲示して欲しい

　　　県で作成されれば、各所への掲示のお願いは家族会でも協力できる



現在各地でやっている掲示啓発



②児童手当の口座変更に関する自治体の認識格差

事例１　千葉県八千代市　2022年6月

　　　　ギャンブル依存症の夫による児童手当の使い込み　

　　　　市外に転居した夫が住民票を移してくれない。

　　　　実際の子供の養育者は妻なので、振り込み口座を夫名義から妻に変えてほしい。

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　市役所担当窓口に相談

　　　　　　　　



　市からの回答

　　　　離婚前提の別居（住民票の異動）の証明が必要

　　　　夫直筆の『受給事由消滅届』と『生計申立書』が必要

　　　　
条件付き受給可能に！

住民票の移動せず、夫直筆上記２つの書類を提出

児童手当の代理受領について夫の委任状を提出し、受給方法を現金窓口支払いに
変えて受け取れた。



事例２　　福岡県福岡市城南区　2023年12月

　　　　ギャンブル依存症の夫の使い込みが止まらない　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　区役所子育て支援に相談、検討

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　全国ギャンブル依存症家族の会福岡による

　　　　　　　　　　病気の説明と自助グループの特徴を説明

　　　　　　　　　　　民間団体の伴走型支援につながる

　



家族会からの提案

　　　　①NPO法人全国ギャンブル依存症家族の会　正会員証明書

　　　　②全国ギャンブル依存症家族の会　福岡の意見書

　　　　③妻の申立書

さらに区役所から追加で提案

　　　　　直近3ヶ月の生活費収支が分かる通帳の写し

　　　　　　　　　　　　　　協議の結果

 　　　　当事者抜きで家族側の証明だけで変更可能に！



児童手当受給者変更（夫から妻へ）の壁

　　　　　児童手当でギャン妻は困っています

　　①収入の高い方に振り込まれる

　　②ギャンブル依存症の診断書があっても却下される

　　③離婚を要求される

　　④当事者（夫）の同意書を求められる

　　⑤自治体で運用が全く違う



神奈川県の見解としては、

妻から申し出があった時に、

どんな条件が整えば変更してくれるのか？

ハッキリと示し、各自治体に通達を出してほしい。



③年末年始の相談業務や緊急対応について

　年末年始は、当事者から８円しかない。４０円しかないといった、切羽詰まった電話が

ひっきりなしに寄せられた。

　また、家族の元にも当事者が助けを求め、脅したり、泣きついてきて、家族が対応に苦

慮した。

　年末年始はギャンブラーから『孤独で死にたくなる』とよく聞く。

　実際、5年前の1月2日には2人のギャンブラーの訃報が入った。



家族会と考える会は

年末年始も休みなく対応したが、限界がある。

年末年始も対応を続ける民間団体への

サポート体制が欲しい。



年末年始は
『当事者支援部』

ZOOMミーティングを
開催



家族会と考える会について

NPO法人全国ギャンブル依存症家族の会

・ピアサポート

・情報提供

・ギャマノンの受け皿、橋渡し

・地域の拠点作り

・家族がメンバー

　　　　

公益社団法人ギャンブル依存症問題を考える会

・啓発活動、当事者支援部

・予防教育

・連携作り

・相談業務

・当事者、家族がメンバー



全国ギャンブル依存症家族の会　神奈川

・毎月第三日曜日に家族会を開催

・仲間の伴走者となり寄り添い支援（ピアサポート）

・全国の仲間の情報、実例を提供

・活動拠点作りをしている



相談先

（公社）ギャンブル依存症問題を考える会

当事者、家族の方ご相談いただけます。

０７０−４５０１−９６２５

ご清聴ありがとうございました
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